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太子町議会だより
No.202  令和４年4月25日号

１
月
臨
時
会

３
月
定
例
会

予
算
委
員
会

太
子
町
の
家
計
簿

議

決

結

果
一

般

質

問

委
員
会
報
告

住
民
税
非
課
税
世
帯
等

臨
時
特
別
給
付
金
の
支
給

３
億
５
，７
７
１
万
３
千
円

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
や

家
計
急
変
者
世
帯
を
対
象

と
し
て
、
１
世
帯
当
た
り

10
万
円
を
支
給
す
る
。
全

額
、
国
か
ら
の
補
助
。
計

３
，５
０
０
世
帯
が
対
象

の
見
込
み
で
、
申
請
は
令

和
４
年
９
月
30
日
ま
で
。

問　

住
民
税
非
課
税
世
帯

へ
の
確
認
書
は
い
つ
送
付

す
る
の
か
。
ま
た
、
家
計

急
変
者
世
帯
は
申
請
制
で

あ
る
が
、
申
請
の
漏
れ
落

ち
が
無
い
よ
う
に
ど
の
よ

う
な
広
報
を
す
る
の
か
。

答　

非
課
税
世
帯
へ
は
２

月
中
旬
以
降
に
確
認
書
を

送
付
す
る
。
家
計
急
変
者

世
帯
は
申
請
が
基
本
で
あ

る
が
、
対
象
と
な
る
令
和

３
年
中
の
所
得
は
７
月
頃

に
は
把
握
で
き
る
の
で
、

申
請
書
の
送
付
ま
た
は
お

知
ら
せ
等
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

太
子
町
お
店
応
援
商
品
券

交
付
事
業　

１
億
４
，７
０
１
万
４
千
円

　

町
民
１
人
当
た
り
４
，

０
０
０
円
分
の
商
品
券
を

交
付
す
る
。
経
費
の
内
、

１
億
８
４
３
万
６
千
円
は

臨
時
交
付
金
か
ら
充
当
。

令
和
４
年
度
前
半
に
実
施

す
る
。

問　

商
品
券
が
使
え
る
お

店
の
内
訳
は
。
目
的
は
事

業
者
の
支
援
な
の
か
、
住

民
へ
の
生
活
支
援
な
の

か
。

答　

商
品
券
は
、
大
型

店
舗
と
一
般
店
舗
の
両

方
で
使
え
る
共
通
券
１
，

０
０
０
円
を
２
枚
、
一
般

店
舗
専
用
券
１
，０
０
０

円
を
２
枚
を
予
定
し
て
い

る
。
登
録
す
る
店
舗
は
こ

れ
か
ら
募
る
。
前
回
の
商

品
券
事
業
で
は
１
８
５
店

舗
の
登
録
が
あ
っ
た
が
、

更
に
広
く
募
り
た
い
。
町

内
で
の
消
費
を
促
す
こ
と

に
よ
り
太
子
町
経
済
の
下

支
え
を
し
た
い
。

保
健
福
祉
会
館
西
館
空
調

設
備
の
改
修３

，５
０
０
万
円

　

換
気
に
よ
る
感
染
症
予

防
対
策
と
し
て
、
令
和
４

年
度
に
予
定
し
て
い
た
空

調
設
備
の
改
修
を
前
倒
し

で
実
施
す
る
。
全
額
、
臨

時
交
付
金
を
活
用
。

問　

改
修
工
事
の
詳
細
説

明
を
。

答　

保
健
福
祉
会
館
の
空

調
が
改
修
時
期
に
来
て
お

り
、
い
つ
止
ま
っ
て
し
ま

う
か
分
か
ら
な
い
状
況
に

あ
る
。
令
和
３
年
度
よ
り

東
館
の
空
調
整
備
が
可
能

な
部
屋
か
ら
改
修
し
て
き

た
。
今
回
の
提
案
は
西
館

の
空
調
を
全
て
改
修
す
る

も
の
。

学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
ケ
ー
ス

及
び
充
電
ケ
ー
ブ
ル
の
購
入

１
，０
０
０
万
円

　

小
中
学
校
で
用
い
て
い

る
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
に

つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
家

庭
学
習
に
使
用
す
る
場
合

に
備
え
、
持
ち
帰
り
用
の

保
護
ケ
ー
ス
と
充
電
ケ
ー

ブ
ル
を
購
入
す
る
。
全
額
、

臨
時
交
付
金
を
活
用
。
令

和
４
年
４
月
以
降
に
実
施

す
る
。

問　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用

し
た
家
庭
学
習
へ
の
対
応

は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る

の
か
。

答　

感
染
者
ま
た
は
濃
厚

接
触
者
と
な
っ
た
緊
急
時

に
お
い
て
の
み
、
試
験
的

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
持
ち
帰

り
を
行
っ
て
い
る
。
学
習

支
援
ソ
フ
ト
の
問
題
を
解

い
た
り
、
ビ
デ
オ
会
議
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い

て
担
任
が
様
子
を
確
認
す

る
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

１
月
24
日
、太
子
町
議
会
臨
時
会（
第
４
９
６
回

町
議
会
）が
開
催
さ
れ
た
。コ
ロ
ナ
対
応
を
含
む
国

の
令
和
３
年
度
補
正
予
算
が
12
月
20
日
に
成
立
し

た
こ
と
を
受
け
、急
遽
、町
の
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）が
上
程
さ
れ
、審
議
し
た
。

１
月
臨
時
会

１
月
臨
時
会

一
般
会
計
補
正
予
算   （
第
８
号
）

　

国
の
補
正
予
算
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金（
１
億
５
，

３
４
３
万
６
千
円
）の
追
加
、住
民
税
非
課
税
世
帯
等

臨
時
特
別
給
付
金
の
補
助
金（
３
億
５
，７
７
１
万
３
千

円)

の
支
給
を
主
な
理
由
と
し
て
、関
係
経
費
が
補
正
さ

れ
た
。こ
れ
ま
で
の
予
算
に
５
憶
６
，９
９
３
万
９
千

円
を
追
加
し
て
、
町
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は

１
４
３
億
８
，９
１
１
万
８
千
円
と
な
る
。

　

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
。

　

歳
出
の
主
な
項
目
と
質
疑
応
答
は
以
下
の
通
り
。

太子町お店応援商品券

学習用タブレット
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太子町議会だより
No.202  令和４年4月25日号

１
月
臨
時
会

３
月
定
例
会

予
算
委
員
会

太
子
町
の
家
計
簿

議

決

結

果
一

般

質

問

委
員
会
報
告

３３
月
定
例
会

月
定
例
会

保
育
士
等
の
処
遇

問　

保
育
士
等
処
遇
改
善

臨
時
特
例
事
業
補
助
金
が

３
１
４
万
７
千
円
増
と
な
っ

て
い
る
が
、
一
人
あ
た
り
ど

の
程
度
の
処
遇
改
善
か
。
ま

た
、
対
象
者
の
人
数
は
。

答　

単
価
は
一
律
で
は
な
い

が
、
一
人
当
た
り
で
は
全

国
平
均
で
９
千
円
ぐ
ら
い

の
ア
ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
。

対
象
者
は
２
月
１
日
現
在

で
合
計
１
６
５
名
だ
。

問　

保
育
士
報
酬
が
３
７
２　

万
５
千
円
減
額
と
な
っ
て
い

る
が
、
理
由
は
。

答　

予
算
に
対
す
る
欠
員
２

名
分
の
減
額
と
な
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

１
億
１
，８
７
０
万
円
減
額

問　

全
国
的
に
は
増
加
し
て

い
る
傾
向
に
あ
る
が
、
予

算
４
億
円
に
対
し
１
億
１
，

８
７
０
万
円
減
額
は
大
き

い
。
返
礼
品
に
魅
力
が
な
か

っ
た
か
、
努
力
が
足
り
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答　

太
子
町
で
は
昨
年
度

比
で
７
割
程
度
に
落
ち
込

ん
で
い
る
。
昨
年
と
同
程

度
の
人
数
が
寄
付
し
て
い

る
が
、
一
人
当
た
り
の
額

が
減
少
し
て
い
る
。
来
年

度
予
算
で
も
４
億
円
を
上

げ
て
お
り
、
太
子
町
の
魅

力
を
全
国
に
広
げ
頑
張
っ

て
い
き
た
い
。
返
礼
品
は

寄
付
額
の
３
割
ま
で
で
地

場
産
品
に
限
る
と
い
っ
た

国
か
ら
の
制
限
が
あ
る
中

で
、
町
と
し
て
魅
力
あ
る

も
の
を
出
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

執
行
さ
れ
な
か
っ
た
予
算

問　

狭
あ
い
道
路
整
備
等
促

進
事
業
補
助
金
、
住
宅
耐
震

改
修
促
進
事
業
補
助
金
、
空

き
家
活
用
支
援
補
助
金
は
予

算
の
全
額
が
減
額
と
な
っ
て

い
る
が
、
事
業
が
実
施
さ
れ

な
か
っ
た
の
か
。
来
年
度
予

算
で
も
ほ
ぼ
同
額
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
来
年
度
の
計

画
は
。

答　

い
ず
れ
も
今
年
度
の
申

請
が
な
か
っ
た
。
狭
あ
い
道

路
整
備
等
促
進
事
業
は
、
土

地
を
寄
附
頂
け
る
も
の
が

前
提
と
な
っ
て
い
る
。
住

宅
耐
震
改
修
促
進
事
業
は
、

３
０
０
万
円
か
ら
５
０
０
万

円
ほ
ど
リ
フ
ォ
ー
ム
金
額
が

か
か
る
。
空
き
家
活
用
支
援

も
同
様
で
、
申
請
さ
れ
に
く

い
事
業
だ
。
引
き
続
き
制
度

の
周
知
に
努
め
た
い
。

保
健
福
祉
会
館
光
熱
水
費

　

３
０
０
万
円
減
額

問　

全
体
額
９
３
１
万
８
千

円
の
内
の
約
３
分
の
１
に
相

当
す
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

と
い
う
こ
と
だ
が
、
３
分
の

１
の
事
業
が
実
施
で
き
な
か

っ
た
の
か
。

答　

減
額
の
ほ
と
ん
ど
は

電
気
代
に
よ
る
も
の
。
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
活
用

し
て
い
る
集
会
室
が
一
番

大
き
な
部
屋
で
あ
る
が
、

実
際
に
３
分
の
１
程
度
の

期
間
が
閉
館
し
て
い
た
。

会　計　名 補　正　額 補正後の総額 主な内容

一 般 会 計（ 第9号 ）△4億1,512万2,000円 139億7,399万6,000円 旧環境センター解体・撤去工事費の減額　他

一 般 会 計（ 第10号 ） 2,383万7,000円 139億9,783万3,000円 子育て世帯臨時特別給付金給付事業の追加

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 629万5,000円 33億7,485万9,000円 償還金の追加　他

介 護 保 険 1,808万6,000円 25億8,515万2,000円 施設介護サービス給付費負担金の追加　他

後 期 高 齢 者 医 療 490万2,000円 5億2,350万5,000円 後期高齢者医療広域連合保険料納付金の追加　他

墓 園 事 業 116万5,000円 1,298万0,000円 メモリアルパーク管理基金積立金の追加　他
企
業
会
計

水 道 事 業 1,210万2,000円 5億2,730万8,000円 消費税及び地方消費税の追加　他

下 水 道 事 業 △6万9,000円 12億1,078万6,000円 職員手当の減額　他

会計別の令和３年度補正予算金額

　

２
月
24
日
か
ら
３
月
25
日
ま
で
の
30
日
間
の
日
程
で
、

太
子
町
議
会
定
例
会（
第
４
９
７
回
町
議
会
）が
開
催
さ
れ

た
。令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
と
特
別
会
計
予
算
、企
業

会
計
予
算
、令
和
３
年
度
補
正
予
算
、条
例
改
正
案
、人
事

案
件
等
が
上
程
さ
れ
、審
議
し
た
。

　

人
件
費
お
よ
び
事
業
執
行
に
伴
う
関
係
経
費
の
補
正
。こ
れ

ま
で
の
予
算
か
ら
４
億
１
，５
１
２
万
２
千
円
を
減
額
し
て
、町

の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
１
３
９
億
７
，３
９
９
万
６
千
円

と
な
る
。

　

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
。

　

主
な
質
疑
応
答
は
以
下
の
通
り
。

一
般
会
計
補
正
予
算  （
第
９
号
）
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太子町議会だより
No.202  令和４年4月25日号

第６次太子町総合計画の基本目標「和のまち太子」第６次太子町総合計画の基本目標「和のまち太子」

　

令
和
４
年
度
は
目
新
し
い
事
業
は
な
か
っ
た
。

前
年
に
問
題
と
な
っ
た
、小
中
学
校
の
特
別
教
室

に
、申
し
入
れ
の
と
お
り
空
調
設
備
を
取
り
付
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

主
な
新
規
事
業
等
は
左
記
の
と
お
り
。

予
算
委
員
会

予
算
委
員
会

・
税
収
及
び
交
付
金
等
の

総
額
は
伸
び
て
い
る
。

収
入
は
増
え
る
は
ず
で

あ
る
の
に
、
少
な
め
に

見
積
も
り
す
ぎ
て
い
な

い
か
。
し
か
し
、
今
後
、

新
型
コ
ロ
ナ
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
に
よ
り
悪
化

す
る
可
能
性
も
念
頭
に

置
き
、
行
政
運
営
に
当

た
る
こ
と
。

・
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

が
目
標
額
を
達
成
す

る
よ
う
に
新
し
い
特

産
品
の
開
発
な
ど
を

行
う
こ
と
。

・
聖
徳
太
子
１
４
０
０
年

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に

お
け
る
各
事
業
の
実
施

要
網
を
早
急
に
示
す
こ

と
。
特
に
町
全
体
の
活

性
化
と
他
市
町
へ
の
Ｐ

Ｒ
も
兼
ね
て
、
新
し
い

産
業
を
興
す
ぐ
ら
い
の

意
気
込
み
で
計
画
す
る

こ
と
。

・
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を

担
う
デ
ジ
タ
ル
人
材
の

確
保
・
育
成
に
つ
い
て

は
、
他
市
町
に
遅
れ
を

取
る
こ
と
の
な
い
よ
う

計
画
的
に
す
る
こ
と
。

・
社
会
福
祉
協
議
会
が
再

建
計
画
を
作
成
で
き

る
よ
う
に
、
町
長
が

太
子
町
の
社
会
福
祉

の
あ
り
方
を
明
確
に

示
す
こ
と
。

・
一
般
家
庭
ご
み
収
集
運

搬
業
務
の
競
争
入
札
に

つ
い
て
は
、
管
理
者

（
た
つ
の
市
長
）
の
同

意
も
含
め
、
早
急
に
太

子
町
の
方
針
を
明
確
に

し
て
方
向
性
を
決
め
る

こ
と
。

・
資
源
ご
み
集
団
回
収
運

動
奨
励
金
に
つ
い
て

は
、
回
収
運
動
の
目

的
を
明
確
に
し
、
奨

励
金
を
見
直
す
べ
き

で
あ
る
。

・
観
光
協
会
の
あ
り
方
を

再
考
す
る
と
と
も
に
、

各
種
団
体
と
協
力
し
、

太
子
町
の
新
し
い
魅
力

の
発
見
や
Ｐ
Ｒ
活
動
に

力
を
入
れ
る
こ
と
。
た

だ
し
、
事
業
が
そ
の
場

限
り
の
も
の
と
な
ら
な

い
よ
う
に
、
町
の
経
済

が
活
性
化
す
る
よ
う

な
事
業
体
系
を
整
え

る
こ
と
。

・
全
て
の
児
童
・
生
徒
が

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
家
庭
で

使
用
で
き
る
よ
う
に
、

通
信
環
境
に
つ
い
て
早

急
に
検
討
・
整
備
す
る

こ
と
。

・
町
立
幼
稚
園
の
あ
り
方

を
早
急
に
検
討
す
る

こ
と
。

・
聖
徳
太
子
１
４
０
０
年

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

…
２
，８
１
０
万
円

・
空
き
家
対
策
支
援
事
業

…
10
万
円

・
小
中
学
校
特
別
教
室
等

空
調
設
備
整
備
事
業

…
２
．４
億
円

・
認
定
こ
ど
も
園
整
備

支
援
事
業

…
１
．８
億
円

・
学
校
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

充
実
事
業…

７
４
０
万
円

・
備
蓄
倉
庫
整
備
事
業

…
６
５
０
万
円

・
雨
水
対
策
事
業
（
雨
水

１
．４
号
幹
線
整
備
工
事
）

…
４
．２
億
円

・
高
齢
者
の
保
健
事
業
と

介
護
予
防
事
業
の
一
体

的
実
施
事
業 

…
８
５
０
万
円

・
地
域
保
健
推
進
計
画
・
食

育
推
進
計
画
改
定
事
業

…
２
１
０
万
円

・
土
地
利
用
実
現
化
方
策

検
討
事
業…

８
０
０
万
円

・
議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト
等

導
入
事
業                        

…
４
４
０
万
円

歳
入
に
つ
い
て※

一
部
抜
粋

歳
出
に
つ
い
て※

一
部
抜
粋

審
査
報
告
書
の
意
見

①人づくりの視点 ②魅力づくりの視点 ③安心づくりの視点 ④しごとづくりの視点

Plan1 
活力・魅力

Plan2 
子育て・教育

Plan3 
安全・安心

Plan4 
健康・福祉

Plan5 
都市機能・行政基盤

５つの Plan（基本政策） × ４つの視点（総合戦略）

 

一
般
会
計

　
　
　

予
算
委
員
会

委
員
長   

清
原　

良
典

副
委
員
長   

森
田　

哲
夫

委　

員   

中
薮　

清
志

　

〃　

   

長
谷
川　

正
信

　

〃　

   

吉
田　

正
之

　

〃　

   

松
浦　

崇
志

１
月
臨
時
会

３
月
定
例
会

予
算
委
員
会

太
子
町
の
家
計
簿

議

決

結

果
一

般

質

問

委
員
会
報
告

い
き
い
き
と
輝
く
ま
ち

（
活
力
・
魅
力
）

未
来
を
守
る
ま
ち

（
安
全
・
安
心
）

元
気
で
笑
顔
の
ま
ち

（
健
康
・
福
祉
）

快
適
で
持
続
す
る
ま
ち

（
都
市
機
能
・
行
政
基
盤
）

学
び
成
長
す
る
ま
ち

（
子
育
て
・
教
育
）
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令和４年度一般会計予算
町 税 39億5,493万9,000円
地方交付税・交付金 32億2,999万8,000円
国・県 支 出 金 29億3,093万5,000円
使用料・手数料など 6億586万8,000円
町 債 5億3,460万0,000円
繰 入 金 10億5,469万1,000円
繰 越 金 1,000万0,000円
合 計 123億2,103万1,000円

たいしん一家の今月の家計簿 先月の家計簿

給 料 116,941円 116,676円
親 か ら の 援 助 95,506円 82,667円
親 か ら の 援 助 86,663円 84,245円
パ ー ト 収 入 17,914円 17,574円
ロ ー ン（ 借 入 金 ） 15,807円 31,932円
貯 金 の 取 り 崩 し 31,185円 22,850円
繰 越 金 296円 294円
合 計 364,312円 356,238円

令和４年度一般会計予算
人 件 費 18億5,267万8,000円
扶 助 費 28億3,606万6,000円
公 債 費 11億8,857万7,000円
物件・補助費等 37億5,739万8,000円
繰 出 金 等 12億6,518万4,000円
維 持 補 修 費 1億1,898万7,000円
積 立 金 4億5,764万8,000円
普通建設事業費 8億1,249万3,000円
そ の 他 3,200万0,000円
合 計　123億2,103万1,000円

たいしん一家の今月の家計簿 先月の家計簿

食 費 54,781円 51,734円

医 療 費 83,858円 86,305円

ロ ー ン 返 済 35,144円 36,627円

電気代・保険料などの生活費 111,100円 107,122円

子 ど も へ の 仕 送 り 37,409円 35,088円

車 の 修 繕 な ど 3,518円 1,764円

貯 金 13,532円 14,839円

家 の 改 築 な ど 24,024円 21,457円

予 備 費 等 946円 1,302円

合 計 364,312円 356,238円

※先月の家計簿･･･令和３年度予算（一般会計）121億2,991万8,000円を、太子町の人口34,050人（R3.3.1現在）で割り、
町民１人あたり356,238円としています。

太子町の令和４年度予算（一般会計）123億2,103万1,000円を、太子町の人口33,820人
（R4.3.1現在）で割り、町民１人あたりに使われる364,312円を家計簿にしました。

収入（歳入）

支出（歳出）

食費（人件費）・医療費（扶助費）・ローン返済（公債費）は「義務
的経費」と呼ばれています。
義務的経費が多いと、家計に余裕がないことを意味しています。
太子町の令和４年度一般会計予算の歳出総額に占める義務的経
費の割合は、約48％となります。

コロナ禍における緊縮予算 税収－0.5％コロナ禍における緊縮予算 税収－0.5％
令和４年度一般会計予算を可決

１
月
臨
時
会

３
月
定
例
会

予
算
委
員
会

太
子
町
の
家
計
簿

議

決

結

果
一

般

質

問

委
員
会
報
告

たいしんくん
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町
長
の
予
算
委
員
会
の
答
弁
に

対
す
る
姿
勢
が
問
題
だ
。
さ
ら
に

過
去
か
ら
引
き
ず
っ
て
い
る
、
ゴ

ミ
収
集
運
搬
に
対
し
て
も
未
だ
に

方
向
性
を
示
さ
な
い
こ
と
、
幼
稚

園
に
対
し
て
は
教
育
委
員
会
と
の

意
見
の
不
一
致
が
あ
る
こ
と
、
さ

ら
に
太
子
町
に
お
け
る
社
会
福
祉

の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
明
確
な
方

向
性
を
示
さ
な
い
ま
ま
に
、
ず
る

ず
る
と
補
助
金
を
付
け
て
い
る
。

特
に
町
長
の
20
の
約
束
を
実
行
す

る
こ
と
が
質
疑
で
も
明
ら
か
に
な

ら
ず
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
町
長

の
反
省
を
促
す
こ
と
か
ら
も
反
対

と
す
る
。

　

太
子
町
行
政
を
止
め
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
か
ら
、
予
算
案
に
は

賛
成
す
る
。

　

し
か
し
、
６
年
に
わ
た
っ
て
指

摘
さ
れ
て
い
る
一
般
ご
み
収
集
の

業
者
選
定
問
題
を
は
じ
め
、
ビ
ジ

ョ
ン
と
計
画
性
の
欠
如
に
起
因
す

る
と
思
わ
れ
る
事
例
が
多
々
認
め

ら
れ
、
行
政
全
般
の
能
力
低
下
と

機
能
不
全
に
陥
っ
て
い
な
い
か
が

危
惧
さ
れ
る
。
町
政
が
住
民
の
幸

福
と
未
来
の
太
子
町
の
た
め
に
あ

る
と
い
う
事
を
今
一
度
自
覚
し
、

日
頃
か
ら
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描

き
綿
密
な
計
画
性
を
も
っ
て
運
営

に
当
た
る
よ
う
、
強
く
求
め
る
。

　

予
算
委
員
会
に
お
い
て
審
議
さ

れ
た
結
果
等
は
尊
重
し
賛
成
す
る

が
、
委
員
会
で
の
町
長
の
答
弁
に

つ
い
て
、
昨
年
の
教
育
委
員
会
と

の
問
題
か
ら
も
積
極
的
に
予
算
編

成
に
は
取
り
組
む
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
各
課
の
取
り
組
み
を
把

握
し
て
い
な
い
こ
と
は
問
題
で
あ

る
。
各
課
と
町
長
が
目
標
認
識
を

一
体
に
し
た
う
え
で
取
り
組
ま
れ

た
い
。
計
画
や
方
針
に
基
づ
き
、

町
長
が
自
ら
の
言
葉
で
政
策
や
事

業
に
つ
い
て
を
発
信
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
賛
成
と
す
る
。

　令和４年度一般会計予算に、議会へのタブレット導入等に関
する予算が組み込まれたことにより、太子町議会でも本格的な
ＩＣＴ化を推進していくことになる。
　３月議会の最終日、タブレット導入にあたり、その使用基準、
取り扱い方法などのルールを整備する他、議会のＩＣＴ化をよ
り具体的に推進するための調査研究を行う機関として、特別委
員会が設置された。
　タブレットは令和４年度中に導入され、令和５年度より本格
運用となる予定だ。ペーパーレス化や情報のスマートな共有、
議会事務の効率化に加え、より開かれた太子町議会の創生に向
けた貢献が期待される。

一
般
会
計
予
算

賛成賛成

賛成賛成

反対反対

吉
田 

正
之 

議
員

出
原 

賢
治 

議
員

上
山 

隆
弘 

議
員

ザ･

討
論

議会ＩＣＴ化推進特別委員会を設置

議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
特
別
委
員
会

　

委  

員  

長　
　

出
原　

賢
治

　

副
委
員
長　
　

藤
澤　

元
之
介

　

委　
　

員　
　

井
村　

淳
子　

　
　

〃　
　
　
　

首
藤　

佳
隆　

　
　

〃　
　
　
　

堀　
　

卓
史　

　
　

〃　
　
　
　

玉
田　

正
典　
　

１
月
臨
時
会

３
月
定
例
会

予
算
委
員
会

太
子
町
の
家
計
簿

議

決

結

果
一

般

質

問

委
員
会
報
告
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以
下
の
理
由
に
よ
り

契
約
金
額
に
変
更
が
生

じ
た
。

①
陸
橋
の
断
面
補
修
工

に
つ
い
て
、
断
面
補
修

を
行
う
よ
り
橋
面
防
水

工
の
塗
膜
材
の
量
を
増

や
す
こ
と
で
よ
り
防
水

性
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
、
橋
梁
の
長
寿
命
化

に
つ
な
が
る
と
判
断
し

た
。
そ
の
た
め
、
断
面

補
修
工
の
数
量
を
減
ら

し
、
橋
面
防
水
工
の
塗

膜
量
を
増
や
す
。

②
工
事
が
予
定
よ
り
も

早
く
進
ん
で
い
る
た

め
、
交
通
誘
導
員
や
列

車
見
張
り
員
の
人
数
を

減
ら
す
。

③
そ
の
他
、
工
事
で
の
出

来
高
数
量
の
増
減
。

　

契
約
金
額
を
１
億
１
，

９
６
７
万
１
０
０
円
か

ら
92
万
１
，８
０
０
円

を
減
額
し
、
１
億
１
，

８
７
４
万
８
，３
０
０
円

と
す
る
。

　

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

さ
れ
た
。

　

赤あ
か
ま
つ松

章あ
き
こ子

氏
（
沼
田
）

の
任
期
が
９
月
30
日
付

で
満
了
す
る
こ
と
に
伴

い
、
引
き
続
き
同
氏
を
推

薦
し
た
い
旨
の
説
明
が

あ
っ
た
。
特
に
異
議
は
な

く
、
同
氏
の
推
薦
が
決
定

し
た
。

　

委
員
で
あ
る
圓ま
る
お尾

健
太

郎
氏
か
ら
３
月
31
日
付
け

で
辞
任
の
申
し
出
が
あ
っ

た
た
め
、
後
任
と
し
て
井

上
利り

え江
氏
（
聖
徳
台
）
を

任
命
し
た
い
旨
の
説
明
が

あ
っ
た
。
無
記
名
採
決
の

結
果
、
12
対
１
の
賛
成
多

数
に
よ
り
、
同
意
さ
れ
た
。

工
事
請
負
変
更契

約
の
締
結

（
太
子
陸
橋
舗
装
修
繕
工
事
）

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

教
育
委
員
会
の
委
員
任
命

会　計　名 予　算　額 主な内容

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 33億3,880万1,000円
（歳入）国民健康保険税（保険料）

　　　県補助金
（歳出）保険給付費

5億7,317万4,000円
24億8,300万円

23億9,162万7,000円

介 護 保 険 25億9,139万7,000円（歳入）保険料
（歳出）保険給付費

6億7,354万8,000円
23億7,960万5,000円

後 期 高 齢 者 医 療 5億1,754万7,000円（歳入）保険料
（歳出）後期高齢者医療広域連合納付金

 3億8,473万5,000円
 4億8,214万5,000円

墓 園 事 業 1,192万6,000円（歳出）墓園事業費 1,192万6,000円

　会　計　名 予　算　額 主な内容

企　

業　

会　

計

水
道
事
業
会
計

収 益 的 収 入 5億3,558万5,000円 営業収益　　　　　　　　　　　　　　
営業外収益

　4億3,444万7,000円
  1億113万7,000円

収 益 的 支 出 5億1,044万8,000円 営業費用　　　　　　　　　　　　　　
営業外費用

4億9,366万2,000円
 1,328万6,000円

資 本 的 収 入 5億4,635万0,000円 企業債　　　　　　　　　　　　　　　　　  
投資有価証券償還受入金

   2億4,625万0,000円
  3億円

資 本 的 支 出 8億3,791万2,000円
建設改良費                        
企業債償還金　　　　　　　　　　　　　
投資有価証券購入費　

 4億7,951万3,000円
  5,239万9,000円

　　 3億円

下
水
道
事
業
会
計

収 益 的 収 入 11億7,197万8,000円 営業収益　　　　　　　　　　　　　　
営業外収益

　5億1,839万3,000円
 　6億5,358万4,000円

収 益 的 支 出 12億1,732万6,000円 営業費用　　　　　　　　　　　　　
営業外費用

  10億6,555万3,000円
　1億4,927万3,000円

資 本 的 収 入 12億3,298万6,000円
受益者負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　
他会計出資金　　　　　　　　　　　　
企業債

700万円
5億1,738万5,000円

  5億1,440万円

資 本 的 支 出 16億308万4,000円 建設改良費                         
企業債償還金

 6億5,030万0,000円
　9億5,178万4,000円

令和４年度　特別会計・企業会計当初予算

１
月
臨
時
会

３
月
定
例
会

予
算
委
員
会

太
子
町
の
家
計
簿

議

決

結

果
一

般

質

問

委
員
会
報
告
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総務経済建設常任委員会に付託して審査された案件（内容は14ページ参照）

福祉文教常任委員会に付託して審査された案件（内容は15ページ参照）

議案賛成者は「○」、反対者は「×」、退席者は「退」、欠席者は「欠」、議長は「－」とします。
議長に表決権はありません。賛否の分かれた議案

令和４年３月定例会議決結果

議　　案　　名
賛
成
反  

対
結果

松　

浦　

崇　

志

出　

原　

賢　

治

森　

田　

哲　

夫

吉　

田　

正　

之

長
谷
川　

正　

信

玉　

田　

正　

典

上　

山　

隆　

弘

中　

薮　

清　

志

堀　
　
　

卓　

史

首　

藤　

佳　

隆

清　

原　

良　

典

井　

村　

淳　

子

藤　

澤　

元
之
介

中　

島　

貞　

次

令
和
４
年
度

予
算 一般会計予算 12 １ 原案

可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

同
意

教育委員会の委員の任命につき
同意を求めることについて 12 1 原案

同意 無記名投票 －

全員賛成で可決・承認・許可した議案等

その他 町道路線の認定及び廃止

条例

太子町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例（一部改正）

太子町特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例（一部改正）

太子町国民健康保険税条例（一部改正）

太子町消防団員等公務災害補償条例（一部改正）

職員の育児休業等に関する条例（一部改正）

太子町特別職の職員の給与に関する条例（一部改正）

一般職の職員の給与に関する条例（一部改正）

諮問
人権擁護委員の推せんにつき意見を
求めることについて

発議 議会ＩＣＴ化推進特別委員会の設置について

決議案 ロシアによるウクライナ侵攻を非難する決議

令
和
３
年
度
補
正
予
算

一般会計補正予算（第9号）

国民健康保険特別会計補正予算（第3号）

介護保険特別会計補正予算（第4号）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号）

墓園事業特別会計補正予算（第1号）

水道事業会計補正予算（第4号）

下水道事業会計補正予算（第3号）

一般会計補正予算（第10号）

契約 工事請負変更契約の締結（太子陸橋舗装修繕工事）

令
和
４
年
度
予
算

国民健康保険特別会計予算

介護保険特別会計予算

後期高齢者医療特別会計予算

墓園事業特別会計予算

水道事業会計予算

下水道事業会計予算

　議会運営委員会より、ロシアによるウクライナ侵攻を非難する決議（案）が発議され、
全員賛成により可決された。

ロシアによるウクライナ侵攻を非難する決議可決

１
月
臨
時
会

３
月
定
例
会

予
算
委
員
会

太
子
町
の
家
計
簿

議

決

結

果
一

般

質

問

委
員
会
報
告

ソ

ソ

ソ

ソ

ソ

ソ

ソ

フ

令和4年度一般会計予算委員会に付託して審査された案件（詳細は4ページ参照）ヨ

ヨ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ



9

太子町議会だより
No.202  令和４年4月25日号

定例会２、３日目（3月3日〜3月4日）の一般質問に
７人の議員が登壇し、町執行機関に対し行政の在り
方などを質問し、議論が行われた。一  般  質  問一  般  質  問

質問者 質　問 掲載頁

吉田　正之

社会福祉法人太子町社会福祉協議会の再建計画はできたのか

P9学校給食の公会計化について問う

施政方針（聖徳太子1400年プロジェクト）について問う

首藤　佳隆
高齢者に栄養ある配食サービスを

P10
学校教育施策は揖龍管内であわせるべき

森田　哲夫 新型コロナウイルス感染症オミクロン変異株等への対応 P10

出原　賢治
特別指定区域制度を利用し地域活性化を目指そう

P11
民俗資料館をいかに保全し活用するのか

井村　淳子

産後ケア、「産後ドゥーラ」の活用で切れ目のない支援を

P11施政方針から、養育支援事業、アレルギー対応給食ほか

県の財政改革（廃止・見直し58事業）の町への影響は

長谷川　正信 大津茂川・雨水1.4号幹線の治水対策は P12

中薮　清志
子どもたちを守る体制づくりについて

P12
町長施政方針「基本政策プラン５ 快適で持続するまち」について

吉田 正之 議員

問

答

社会福祉協議会の改革のあり方は

第５次地域福祉推進計画と
ともに明らかにする

吉
田　

社
会
福
祉
協
議
会

か
ら
は
未
だ
改
善
計
画
が

出
て
い
な
い
。
無
償
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ゆ
え
無
責
任

集
団
に
な
る
こ
と
は
な
い

の
か
。

生
活
福
祉
部
長　

社
会
福

祉
協
議
会
の
改
善
計
画

は
、
第
５
次
地
域
福
祉
推

進
計
画
の
中
で
明
ら
か
に

し
て
い
く
。
先
の
理
事
会

で
理
事
の
責
任
に
つ
い
て

も
確
認
し
た
。
社
会
福
祉

協
議
会
の
財
源
が
、
住
民

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
貴
重
財

源
で
あ
る
か
ら
無
償
で
良

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

■
給
食
の
公
会
計
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て

吉
田　

給
食
の
公
会
計

シ
ス
テ
ム
は
ど
の

よ
う
な
も
の
を
導

入
す
る
の
か
。

教
育
次
長　

教
職

員
の
負
担
を
軽
減

す
る
目
的
も
あ

り
、
給
食
費
の
徴

収
管
理
に
特
化
し
た
も
の

で
、
原
価
計
算
等
の
シ
ス

テ
ム
は
な
い
。

■
聖
徳
太
子
１
４
０
０
年

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は

吉
田　

ど
の
よ
う
な
目

的
で
町
は
実
施
し
て
い

る
の
か
。

経
済
建
設
部
長　

町
内
11

団
体
が
参
画
し
、
推
進
協

議
会
及
び
実
行
役
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議
を

開
催
・
協
働
し
て
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
計

画
で
あ
る
。
町
は
参
画
団

体
の
一
つ
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

吉
田　

１
０
０
年
に
１
回

の
機
会
で
あ
る
か
ら
町
の

活
性
化
に
な
る
よ
う
、
町

全
体
が
盛
り
上
が
る
よ
う

な
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

経
済
建
設
部
長　

町
全

体
が
盛
り
上
る
よ
う
な

事
業
と
な
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

マークのあるテーマを掲載しています。その他のテーマ、全文は会議録・動画をご覧ください。　各QRコードから動画をご覧いただけます。

１
月
臨
時
会

３
月
定
例
会

予
算
委
員
会

太
子
町
の
家
計
簿

議

決

結

果
一

般

質

問

委
員
会
報
告
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森
田　

学
校
園
・

保
育
所
や
高
齢

者
施
設
等
の
集

団
施
設
ク
ラ
ス

タ
ー
予
防
の
た

め
、
職
員
の
勤
務

時
間
前
に
抗
原

検
査
を
実
施
し

て
、
感
染
の
有
無
を
確

認
し
て
は
ど
う
か
。

生
活
福
祉
部
長　

コ
ス
ト

及
び
抗
原
キ
ッ
ト
の
在
庫

の
品
薄
状
況
の
た
め
不
可

能
で
あ
る
。

森
田　

官
の
司
令
塔
機

能
強
化
の
た
め
、
公
衆
衛

生
に
特
化
し
た
部
局
創

設
は
。

総
務
部
長　

対
策
本
部
会

議
で
共
有
し
て
お
り
、
創

設
ま
で
考
え
て
い
な
い
。

森
田　

循
環
型
空
調
換
気

設
備
を
整
備
す
る
た
め
、

各
事
業
所
に
助
成
金
を
出

し
て
は
ど
う
か
。

経
済
建
設
部
長　

支
援

す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

森
田　

学
校
に
お
け
る
感

染
予
防
教
育
は
。

教
育
長　

マ
ス
ク
着
用

で
対
面
の
表
情
を
見
て

対
話
が
で
き
な
い
、
給
食

時
の
黙
食
、
事
業
中
止
等

の
状
況
下
で
、
子
ど
も
た

ち
の
将
来
を
危
惧
す
る

が
、
現
状
の
対
応
は
で
き

て
い
る
。

森
田　

新
型
コ
ロ
ナ
を
乗

り
越
え
、
新
し
い
生
活
様

式
を
町
民
と
と
も
に
創
造

し
て
い
く
決
意
は
。

副
町
長　

町
民
と
と
も
に

こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
る

た
め
、
職
員
が
一
丸
と
な

り
取
り
組
ん
で
い
く
。

森田 哲夫 議員

問

答

日本一のコロナ対策を
目指した取り組みを

国・県の指導により
実施していく

新型コロナウイルス
(オミクロン型変異株）
国立感染症研究所提供

首
藤　

厚
生
労
働

省
が
普
及
推
奨
す

る
栄
養
改
善
型
配

食
サ
ー
ビ
ス
に
対

す
る
当
局
の
考
え

方
は
。

生
活
福
祉
部
長　

社
会
福
祉
協
議
会
主
体

で
、
70
歳
以
上
の
独
り
暮

ら
し
の
高
齢
者
な
ど
に
、

週
１
回
水
曜
日
に
昼
食
を

届
け
て
い
る
。
だ
が
、
食

の
自
立
支
援
と
安
否
確
認

の
た
め
に
実
施
し
て
い
る

も
の
で
、
栄
養
改
善
型
配

食
サ
ー
ビ
ス
と
は
異
な
っ

て
い
る
。

首
藤　

民
間
業
者
と
の
連

携
も
考
慮
し
な
が
ら
、
早

期
に
栄
養
改
善
型
配
食
サ

ー
ビ
ス
を
取
り
入
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

生
活
福
祉
部
長　

現

時
点
で
は
本
町
独
自

の
配
食
サ
ー
ビ
ス
実

施
の
予
定
は
な
い

が
、
来
年
度
に
次
期

「
ひ
ま
わ
り
プ
ラ
ン
」

作
成
に
向
け
て
、
高
齢

者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
予
定
な

の
で
、
そ
の
中
で
栄
養

改
善
型
配
食
事
業
に
関

す
る
質
問
項
目
を
盛
り

込
み
、
ま
ず
は
ニ
ー
ズ

の
把
握
等
を
行
う
。

首
藤　

た
つ
の
市
は
栄

養
改
善
型
配
食
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
る
の

に
な
ぜ
太
子
町
に
は
な

い
の
か
と
い
う
問
合
せ

も
あ
る
。
是
非
ニ
ー
ズ
調

査
し
て
も
ら
っ
た
上
で

早
期
導
入
を
期
待
す
る
。

町
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
踏
ま
え
、
ど
う
い
う
こ

と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い

て
、
庁
内
で
研
究
を
し
て

い
き
た
い
。

首藤 佳隆 議員

問

答

栄養改善型配食サービスの導入を

次期「ひまわりプラン」に向け
ニーズ調査する

１
月
臨
時
会

３
月
定
例
会

予
算
委
員
会

太
子
町
の
家
計
簿

議

決

結

果
一

般

質

問

委
員
会
報
告
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井村 淳子 議員

問

答

出産前後の女性に
産後ドゥーラの活用を

産後ケアに必要なことと
認識はしている

井
村　

産
後
ケ
ア
の
さ
ら

な
る
拡
充
を
図
る
た
め
、

改
正
母
子
保
健
法
が
令
和

元
年
12
月
に
公
布
さ
れ
、

事
業
の
実
施
を
市
町
村

の
努
力
義
務
と
す
る
こ

と
な
ど
、
事
業
自
体
を

初
め
て
法
律
上
で
明
確

化
し
た
。
ま
た
、
対
象

者
を
出
産
後
１
年
以
内

の
母
子
と
明
記
し
、
心
身

の
状
態
に
応
じ
た
保
健
指

導
や
療
養
に
伴
う
世
話
・

授
乳
指
導
・
育
児
相
談
等

を
行
う
こ
と
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
切

れ
目
の
な
い
サ
ポ
ー
ト
を

で
き
る
の
が
産
後
ド
ゥ
ー

ラ
で
あ
る
が
、
当
局
の
見

解
を
伺
う
。

生
活
福
祉
部
長　

産
後
ケ

ア
に
つ
い
て
は
、
対
象
を

出
産
後
４
カ
月

ま
で
と
し
て
い

た
が
、
こ
れ
を

出
産
後
１
年
ま

で
に
拡
充
す
る

よ
う
契
約
病
院

と
調
整
中
で
あ

る
。
産
後
ド
ゥ

ー
ラ
に
つ
い
て
は
、
現
在

ま
だ
広
く
普
及
し
て
お
ら

ず
、
太
子
町
で
も
活
動
展

開
が
で
き
る
支
援
者
が
少

な
い
状
況
で
あ
る
。
今

後
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
利

用
で
き
な
い
方
々
へ
の
社

会
資
源
の
１
つ
と
し
て
、

情
報
提
供
を
行
い
た
い
。

井
村　

訪
問
支
援
に
つ
い

て
は
４
月
か
ら
始
ま
る
養

育
支
援
事
業
だ
け
で
な

く
、
民
間
の
力
を
活
用
で

き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く

り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

生
活
福
祉
部
長　

こ
れ
か

ら
始
め
る
事
業
を
皮
切
り

に
、
先
を
見
据
え
て
考
え

た
い
。

一般社団法人
ドゥーラ協会HPより引用

出
原　

太
子
北
ラ
ン
プ
付

近
の
流
通
業
務
施
設
区
域

の
現
状
は
。

経
済
建
設
部
長　

指
定
区

域
の
８
割
が
売
却
・
申
請

を
含
め
る
と
、
ほ
ぼ
埋
ま

っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

出
原　

交
通
利
便
性
に
優

れ
需
要
が
あ
る
。
特
別
指

定
区
域
を
拡
張
す
る
方
向

性
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

経
済
建
設
部
長　

農
用
地

の
区
域
は
規
制
が
厳
し

い
。
交
通
の
便
が
よ
い
場

所
で
新
た
に
指
定
し
て
い

く
こ
と
は
検
討
で
き
る
。

出
原　

国
道
１
７
９
号
線

沿
い
は
商
業
地
域
と
し
て

よ
く
発
達
し
て
い
る
。
東

西
の
市
街
化
調
整

区
域
に
延
長
す
る

こ
と
は
で
き
な
い

か
。

経
済
建
設
部
長　

都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
で
も
課

題
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い

る
。
特
別
指
定
区
域
制
度

を
活
用
し
て
検
討
し
た

い
。

出
原　

太
子
町
に
は
発
展

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ

る
。
地
方
都
市
発
展
の
チ

ャ
ン
ス
で
も
あ
る
現
在
、

積
極
的
な
土
地
活
用
で
産

業
発
展
・
人
口
増
加
を
目

指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

町
の
人
口
が
増
え

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
土

地
利
用
基
本
計
画
を
生
か

し
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

■
民
俗
資
料
館
の
活
用
を

出
原　

か
や
葺
き
屋
根
の

修
理
予
算
が
計
上
さ
れ
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
一

年
延
期
と
な
っ
た
。
計
画

性
に
問
題
は
な
か
っ
た

か
。

教
育
次
長　

反
省
す
べ
き

点
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

出原 賢治 議員

特別指定区域制度の活用状況は問
答 市街化調整区域の産業振興・

活性化に一定の効果

１
月
臨
時
会

３
月
定
例
会

予
算
委
員
会

太
子
町
の
家
計
簿

議

決

結

果
一

般

質

問

委
員
会
報
告
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中
薮　

ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
や
虐
待
に

対
応
す
る
た
め
、

継
続
的
に
支
援
で

き
る
人
員
体
制
の

構
築
を
。

生
活
福
祉
部
長　

令
和
４
年
度
よ
り
ネ
グ
レ

ク
ト
等
の
虐
待
や
養
育
支

援
の
必
要
性
が
あ
る
と
判

断
し
た
町
内
在
住
の
要
保

護
児
童
な
ど
が
い
る
家
庭

を
対
象
に
、
食
事
の
世
話

な
ど
の
家
庭
支
援
を
行
う

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
を
開

始
す
る
予
定
で
あ
る
。
人

員
体
制
に
つ
い
て
は
、
当

面
は
現
状
で
行
う
が
、
正

規
専
門
職
の
雇
用
や
研
修

等
の
充
実
で
、
よ
り
よ
い

体
制
を
作
り
た
い
。

■
施
政
方
針
「
基
本
政
策

プ
ラ
ン
５ 

快
適
で
持
続

す
る
ま
ち
」
に
つ
い
て

中
薮　

都
市
計
画
道
路
龍

野
線
（
Ｊ
Ｒ
高
架
工
事
）

な
ど
の
今
後
は
。

経
済
建
設
部
長　

県
・
姫

路
市
と
３
者
連
携
を
図
り

な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い

る
。
Ｊ
Ｒ
高
架
の
協
議
に

時
間
が
か
か
る
た
め
、
龍

野
線
は
令
和
７
年
度
の
完

了
予
定
で
進
め
て
い
る
。

中
薮　

以
前
に
も
質
問
し

た
が
、
右
折
レ
ー
ン
設
置

な
ど
渋
滞
緩
和
対
策
は
。

経
済
建
設
部
長　

今
の
財

政
状
況
で
は
解
消
に
係
る

費
用
の
捻
出
は
厳
し
い
。

町
の
外
周
の
道
路
整
備
に

よ
り
通
過
交
通
が
中
心
部

に
流
れ
な
い
よ
う
考
え
て

い
る
。

中薮 清志 議員

問

問

答

答

立場の弱い方へ寄り添う太子町に

近隣住民への
工事説明は適切だったか  

可能な限り寄り添い、
悲劇を生まないよう取り組む

事前説明が不十分であった

長
谷
川 

雨
水
１
・

４
号
幹
線
の
工
事

完
了
時
期
に
変
更

は
な
い
か
。

経
済
建
設
部
長　

緊
急
事
態
宣
言
等

が
発
令
さ
れ
、
家

屋
内
で
の
説
明
を
有
す
る

工
損
調
査
が
で
き
な
く
な

り
、
令
和
３
年
12
月
ま
で

説
明
会
が
遅
れ
た
。
実
質

工
事
は
２
ヵ
月
遅
れ
て
い

る
が
、
行
程
を
再
検
討

し
、
工
期
を
短
く
す
る
な

ど
最
終
の
完
了
時
期
は
変

え
な
い
よ
う
調
整
す
る
。

長
谷
川　

工
事
の
入
札

は
、
予
算
を
上
回
る
予
定

価
格
が
設
定
で
き
る
の

か
。
ま
た
、
予
定
価
格
は

誰
が
決
定
す
る
の
か
。 　

財
政
課
長 

工
事
施
工
伺

い
の
中
で
、
繰
り
越
し
予

算
と
令
和
３
年
に
議
決
を

得
た
債
務
負
担
行
為
予
算

を
合
わ
せ
て
執
行
す
る
こ

と
に
な
り
、
予
算
を
確
保

し
て
い
る
。
予
定
価
格

は
、
町
長
同
席
の
も
と
、

財
政
課
長
が
事
務
局
と
し

て
出
席
し
、
担
当
所
属
長

で
決
定
し
て
い
る
。

長
谷
川　

東
京
都
で
の
全

国
治
水
砂
防
推
進
会
議
・

県
内
市
町
と
の
意
見
交
換

会
に
参
加
さ
れ
た
と
聞
く

が
、
今
後
太
子
町
の
治
水

対
策
に
ど
の
様
に
生
か
し

て
い
く
の
か
。　

町
長　

事
前
防
災
の
効

果
を
し
っ
か
り
と
訴
え
、

治
水
事
業
を
進
め
た
い
。

ま
た
、
将
来
に
繋
が
る

防
災
事
業
は
、
し
っ
か

り
投
資
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。 

長谷川 正信 議員

１
月
臨
時
会

３
月
定
例
会

予
算
委
員
会

太
子
町
の
家
計
簿

議

決

結

果
一

般

質

問

委
員
会
報
告
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あの日あの日
あの時あの時

あの質問あの質問 どうなったどうなった
以前の あの答弁あの答弁

以前の定例会での一般質問が、その後どのように反映されたかを追跡！

令和3年1月25日発行より 197号

質疑質疑質疑質疑

・檀特山山頂遺跡（令和２年度）
・横山家庭園（阿曽）（令和３年度）

・ぼうじ石や斑鳩寺など町内の文化財を自転車でめぐる「太子町
サイクリングマップ」を作成しました。（令和３年度）

・太子町や太子町に関連する歴史をテーマにした、大人向けの
「歴史講座」を開催しました。　（令和３年度は10回、延べ人数576名）

・小学生を対象に、町内の文化財などをめぐる「歴史探検隊」を開催しました。
   （令和３年度は３回、延べ人数36名）

・江戸時代の山陽道や中世荘園の跡を歩く「現地見学会」を開催しました。
   （令和３年度は２回、延べ人数23名）

・文化財めぐりマップをホームページにアップしています。

・登 山 口で の 駐 車 場、トイレ 整 備、登 山 口 の 説 明 板を設 置
しました。（令和３年度）

・県道での「楯岩城」案内板を設置しました。（令和３年度）
・山頂の樹木を伐採し、眺望を良くしました。（令和３年度）
・登山道のうち急こう配部分に階段を設置し、登りやすくしました。

（令和３年度）

歴史遺産の
啓発をどうする？

文化財めぐりマップや歴史
探検隊等を実施している

文化財の説明板を設置しました

　  文化財史跡の案内を充実

サイクリングマップを作成しました

歴史資料館での講座や
現地見学会などを開催しました

兵庫県と連携し、楯岩城の
案内を充実させました

答弁答弁答弁答弁

横山家庭園説明板

１
月
臨
時
会

３
月
定
例
会

予
算
委
員
会

太
子
町
の
家
計
簿

議

決

結

果
一

般

質

問

委
員
会
報
告

その後その後その後その後
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各
委
員
の
意
見
を
も
と

に
、
調
査
報
告
書
を
取
り

ま
と
め
た
。
内
容
は
以
下

の
通
り
。

　

今
後
空
き
家
は
増
加
す

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

居
住
環
境
へ
の
影
響
、
良

好
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
維
持
等
の
観
点
か
ら

も
、
管
理
不
全
な
空
き
家

を
発
生
さ
せ
な
い
、
放
置

さ
せ
な
い
と
い
う
町
全
体

と
し
て
の
共
通
認
識
を
持

ち
、
対
策
を
講
じ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　

本
件
で
は
、
空
き
家
対

策
を
３
つ
の
視
点
に
し
ぼ

り
、
以
下
の
と
お
り
提
言

を
ま
と
め
た
。

【
①
発
生
予
防
】

　

情
報
発
信
の
対
策
強
化

【
②
利
活
用
】

　

補
助
事
業
の
条
件
緩
和

【
③
適
正
管
理
】

　

管
理
不
全
な
空
き
家
を

地
域
住
民
と
協
働
し
て
対

処
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
を
検
討
す
る
。

　

県
内
各
市
町
に
お
い
て

も
空
き
家
対
策
の
取
り
組

み
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、

太
子
町
の
地
域
特
性
に
基

づ
い
た
対
策
を
実
行
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

太
子
町
地
域
防
災
計
画

の
改
定
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。

　

旧
環
境
セ
ン
タ
ー
解

体
・
撤
去
工
事
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。

　

　

町
道
路
線
の
認
定
及
び

廃
止
、
企
業
会
計
予
算
２

件
の
審
査
を
行
っ
た
。
全

て
の
案
件
を
全
員
賛
成
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
し
て

本
会
議
に
報
告
し
た
。

問　

認
定
と
廃
止
す
る
路

線
が
重
な
っ
て
い
る
が
。

答　

区
画
整
理
地
内
で
あ

る
た
め
従
前
の
町
道
を
廃

止
し
、
新
た
に
認
定
す
る

も
の
で
あ
る
。

問　

和
歌
山
市
で
水
管
橋

の
崩
落
事
故
が
あ
っ
た

が
、
太
子
町
内
の
水
管
橋

の
管
理
は
。

答　

平
成
27
年
度
に
業
者

に
よ
る
調
査
を
行
っ
た
。

町
内
13
カ
所
あ
る
う
ち
長

さ
10
ｍ
超
の
も
の
は
３
ヵ

所
で
毎
年
目
視
点
検
を
行

っ
て
い
る
。
耐
震
性
が
な

く
早
期
改
良
を
行
う
必
要

が
あ
る
１
カ
所
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
に
着
手
す
る

計
画
で
あ
る
。

問　

大
き
な
赤
字
が
続

い
て
い
る
が
抜
本
的
な

対
策
が
必
要
で
は
。

答　

下
水
道
事
業
は
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

資
金
等
も
年
々
減
少
し
、

こ
の
１
年
間
で
も
現
金
が

約
１
億
円
減
少
し
て
い

る
。
使
用
料
の
改
定
に
つ

い
て
は
避
け
て
通
れ
な
い

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
料

金
を
見
直
す
こ
と
で
ど
の

よ
う
な
収
支
に
な
る
の
か

等
、
令
和
４
年
度
に
投
資

財
政
計
画
を
策
定
し
、
料

金
改
定
も
含
め
た
投
資
財

政
を
検
証
し
て
い
く
。

　

　

条
例
改
正
３
件
の
審
査

を
行
っ
た
。
全
て
の
案
件

を
全
員
賛
成
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
し
て
本
会
議
に

報
告
し
た
。

問　

対
象
者
数
は
。

答　

現
在
育
児
休
業
を
取

得
中
の
正
規
職
員
は
10

名
、
会
計
年
度
任
用
職
員

は
１
名
で
あ
る
。

問　

今
回
の
改
正
で
影
響

が
あ
る
の
は
。

答　

町
長
、
副
町
長
、
教

育
長
、
議
会
議
員
で
、
そ

れ
ぞ
れ
期
末
手
当
が
減
額

と
な
る
。

問　

今
回
の
改
正
で
影
響

が
あ
る
の
は
。

答　

対
象
者
は
１
９
９

名
、
総
額
８
９
１
万
２
千

円
が
期
末
手
当
で
減
額
と

な
る
。

●
主
な
質
疑
応
答

●
主
な
質
疑
応
答

●
主
な
質
疑
応
答

●
主
な
質
疑
応
答

●
主
な
質
疑
応
答

●
主
な
質
疑
応
答

町
道
路
線
の
認
定
（
14

路
線
）と
廃
止（
１
路
線
） 

令
和
４
年
度
水
道
事
業

会
計
予
算

職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例（
一
部
改
正
）

特
別
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
（
一
部

改
正
）

一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
（
一
部

改
正
）

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
下
水
道
事

業
会
計
予
算

総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会

１
月
13
日
・
２
月
10
日

課
題
調
査

行
政
報
告

３
月
９
日

３
月
25
日

付
託
案
件
審
査

付
託
案
件
審
査

町道路線の現地確認の様子

町内にある水管橋

１
月
臨
時
会

３
月
定
例
会

予
算
委
員
会

太
子
町
の
家
計
簿

議

決

結

果
一

般

質

問

委
員
会
報
告
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情
報
技
術
を
活
用
し
た

事
業
（
高
齢
者
緊
急
通
報

装
置
）
に
つ
い
て
高
年
介

護
課
よ
り
説
明
を
受
け
質

疑
を
行
っ
た
。

　

令
和
４
年
度
狂
犬
病
予

防
注
射
集
合
接
種
体
制
の

見
直
し
に
つ
い
て
生
活
環

境
課
よ
り
報
告
を
受
け
質

疑
を
行
っ
た
。

　

調
査
報
告
書
を
取
り

ま
と
め
た
。

　

以
下
の
事
項
に
関
す

る
事
前
質
問
を
各
担
当

課
に
行
い
、
そ
の
文
書

回
答
を
受
け
て
委
員
協

議
を
行
っ
た
。

（
生
活
福
祉
部
社
会
福
祉
課
）

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
ま
は
ぴ
」
に
関
し

て
。委
員
協
議
の
結
果
、

今
後
の
提
言
も
含
め
検

討
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
教
育
委
員
会
管
理
課
）

①
新
給
食
セ
ン
タ
ー
稼
働

後
に
お
け
る
中
間
報
告

及
び
質
問
事
項
に
対
す

る
文
書
回
答
を
受
け
、

今
後
も
協
議
す
る
こ
と

と
し
た
。

②
修
学
旅
行
対
応
に
つ
い

て
の
報
告
及
び
質
問
事

項
に
対
す
る
文
書
回
答

を
受
け
た
。

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
の
報
告
及
び

質
問
事
項
に
対
す
る
文

書
回
答
を
受
け
た
。

◎
各
課
よ
り
提
出
さ
れ
る

所
管
事
務
報
告
書
を
も

と
に
調
査
を
行
っ
た
。

主
に
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
に
つ
い
て
確
認

し
た
。

　

条
例
４
件
お
よ
び
特
別

会
計
予
算
４
件
の
審
査
を

行
っ
た
。
全
て
の
案
件
を

全
員
賛
成
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
し
て
本
会
議
に
報

告
し
た
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
病
院

に
行
く
人
が
減
少
し
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。
各

自
が
予
防
に
努
め
て
い

る
と
思
う
が
、
医
療
費

へ
の
影
響
は
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
、
マ

ス
ク
着
用
の
徹
底
や
う
が

い
、
手
洗
い
の
励
行
な
ど

に
よ
り
、
呼
吸
器
系
の
疾

患
を
中
心
と
す
る
疾
病
の

減
少
な
ど
は
あ
る
。
た

だ
、
令
和
３
年
度
の
１
人

当
た
り
の
医
療
費
は
、
月

平
均
で
見
る
と
、
現
時
点

で
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
を

上
回
っ
て
い
る
。

問　

国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
で
、
県
の
水
準
に

合
わ
せ
段
階
的
に
保
険
料

を
上
げ
る
と
説
明
が
あ
っ

た
が
、
税
収
は
前
年
度
と

大
き
く
変
わ
ら
な
い
。
そ

の
説
明
を
。

答　

加
入
者
の
数
が
減
っ

て
お
り
、
均
等
割
、
平
等

割
を
見
直
し
て
も
、
差
し

引
き
し
て
あ
ま
り
額
が
変

わ
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

問　

高
齢
者
の
保
健
事
業

と
介
護
予
防
の
一
体
的
実

施
事
業
に
つ
い
て
説
明
を

求
め
る
。

答　

ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ

ー
チ
と
し
て
、
健
診
結
果

や
レ
セ
プ
ト
な
ど
か
ら
地

域
の
健
康
課
題
を
把
握

し
、
例
え
ば
電
話
や
訪
問

な
ど
の
個
別
支
援
を
行
う

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
通

い
の
場
、
い
き
い
き
百
歳

体
操
の
場
に
お
い
て
フ
レ

イ
ル
予
防
の
健
康
教
育
や

健
康
講
座
を
実
施
し
た

り
、
健
康
状
態
の
把
握
等

を
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
、

を
審
査
し
た
。

●
主
な
質
疑
応
答

●
主
な
質
疑
応
答

●
主
な
質
疑
応
答

国
民
健
康
保
険
税
条
例

（
一
部
改
正
）

令
和
４
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算

家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

（
一
部
改
正
）

特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

（
一
部
改
正
）

消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
（
一
部
改
正
）

令
和
４
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算

太
子
町
に
お
け
る
文
化

財
の
整
備
と
展
示
の
あ

り
方
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
墓
園
事
業

特
別
会
計
予
算

令
和
４
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算

福
祉
文
教
常
任
委
員
会

課
題
調
査

所
管
事
務
調
査

１
月
12
日

２
月
９
日

３
月
８
日

課
題
調
査

付
託
案
件
審
査

１
月
臨
時
会

３
月
定
例
会

予
算
委
員
会

太
子
町
の
家
計
簿

議

決

結

果
一

般

質

問

委
員
会
報
告

所
管
事
務
調
査

子育て支援センター「ひまはぴ」の外観

情
報
技
術
の
活
用
に
よ

る
地
域
福
祉
と
新
た
な

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

形
に
つ
い
て
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６月定例会予定

　

１
９
９
号
か
ら
２
０
２
号
ま

で
現
体
制
で
編
集
し
ま
し
た
。

　

５
月
臨
時
会
か
ら
３
月
定
例

会
ま
で
、
議
会
の
動
き
と
町
の

混
乱
状
態
の
解
消
や
課
題
な
ど

を
記
録
し
、
報
告
し
て
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
開
か
れ
た
議
会

を
実
現
す
る
た
め
、
多
様
な
媒

体
を
活
用
し
た
広
報
活
動
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
一
年
、
ご
覧
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
藤
澤
元
之
介　

記
）

編
集
後
記

◆
編
集

広
報
広
聴
委
員
会

委  

員  

長　

出
原　
　

賢
治

副
委
員
長　

吉
田　
　

正
之

委　
　

員　

藤
澤　

元
之
介

　
　
〃　
　

首
藤　
　

佳
隆

　
　
〃　
　

上
山　
　

隆
弘

　
　
〃　
　

長
谷
川　

正
信

　
　
〃　
　

松
浦　
　

崇
志

「声」「声」「声」「声」「声」

議会だよりを

読んでのご感想など

�お聴かせください。

あなたの　　　��を

お聴かせください

お問い合わせは太子町議会事務局 まで

太子町議会だより

マスコットキャラクター

たいしん

議会傍聴に
お越しください！
議会傍聴に
お越しください！
議会傍聴に
お越しください！

　６月定例会の予定は、左記のとおりですが、変更する
場合がありますので、正式日程はホームページまたは
議会事務局までお問い合わせ下さい。

◆お知らせ

〇
本
陣
を
構
え
る
西
国
街
道

〇
本
陣
を
構
え
る
西
国
街
道

　

山
陽
道
は
、古
く
よ
り
都
と
九
州
と
を
結
ぶ
重
要
な
街
道
で
あ
っ
た
。こ
の
道
も
、お
そ
ら
く
聖
徳
太
子
の
時
代
か
ら
人
の

往
来
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。江
戸
時
代
に
は
、幕
府
の
命
を
受
け
た
沿
線
の
諸
藩
に
よ
っ
て
再
整
備
さ
れ
、「
西
国
街
道
」と

呼
ば
れ
た
。鵤
に
は
本
陣
が
あ
り
、参
勤
交
代
の
大
名
や
家
臣
、幕
府
の
役
人
ら
が
投
宿
ま
た
は
休
憩
し
た
と
い
う
。一
般
向

け
の
旅は
た
ご籠
や
茶
屋
も
発
達
し
、多
く
の
旅
人
が
訪
れ
た
。伊い
の
う能
忠た
だ
た
か敬
も
こ
の
道
を
歩
き
、鵤
本
陣
に
宿
泊
し
た
。彼
の
大
日
本

沿
海
輿よ

ち地
全
図
に
は
、街
道
沿
い
に
山
田
、原
、太
田
、東
保
、鵤
、阿
曽
の
地
名
が
読
み
取
れ
る
。

　

明
治
に
入
り
西
国
街
道
は
国
道
と
な
り
、１
９
５
２
年（
昭
和
27
）の
新
道
路
法
で
は「
国
道
２
号
」に
指
定
。道
路
は
広
く

な
り
路
線
も
一
部
変
更
さ
れ
た
が
、表
紙
の
写
真
部
分
は
西
国
街
道
の
ま
ま
で
あ
る
。ま
た
、国
道
か
ら
外
れ
た
道
に
は
、今

も
往
時
の
面
影
が
残
っ
て
い
る
。

〇
起
爆
剤
は
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
の
開
業

〇
起
爆
剤
は
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
の
開
業

　

１
９
６
４
年(

昭
和
39
）、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
が
こ
の
道
を
走
っ
た
。

同
年
、こ
れ
か
ら
車
が
激
増
す
る
時
代
、「
親
和
モ
ー
テ
ル
」を
買
い
取
っ
た
う
か
い
や
が

こ
の
地
に
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
を
開
業
し
た
。ま
だ
田
ん
ぼ
が
残
る
沿
線
に
あ
っ
て
、給
油
所
・

レ
ス
ト
ラ
ン
・
サ
ウ
ナ
・
焼
き
肉
店
・
寿
司
店
・
土
産
物
屋
な
ど
が
集
ま
る
24
時
間
営

業
の
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
と
な
っ
た
。現
在
、製
麺
業
を
営
み
、当
時
を
よ
く
知
る
辻つ
じ

寿と
し
こ子
さ
ん

に
よ
る
と
、「
夜
は
真
っ
暗
に
な
る
中
で
、そ
こ
だ
け
不
夜
城
の
よ
う
に
明
る
か
っ
た
」と
い

う
。近
隣
の
人
々
や
若
者
の
憩
い
の
場
と
な
り
、長
距
離
ド
ラ
イ
バ
ー
や
観
光
バ
ス
の
利

用
客
ら
も
集
ま
っ
て
、大
層
に
ぎ
わ
っ
た
そ
う
だ
。西
か
ら
甲
子
園
球
場
に
向
か
う
バ
ス
の

休
憩
地
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
。

　

周
辺
に
は
店
や
事
業
所
が
増
え
、沿
道
全
体
が
商
業
地
と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た
。

〇
そ
し
て
現
在
へ

〇
そ
し
て
現
在
へ

　

１
９
８
５
年（
昭
和
60
）、太
子
竜
野
バ
イ
パ
ス
の
開
通
と
と
も
に
長
距
離
を
走
る
車

の
流
れ
は
変
化
す
る
。５
年
後
、ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
は
姿
を
消
し
た
が
、同
地

は
ス
ー
パ
ー
や
書
店
を
抱
え
る「
う
か
い
や
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
」に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、今
に
至
る
。

　

国
道
２
号
線
の
名
称
は
バ
イ
パ
ス
に
譲
り
、こ
の
道
は
国
道
１
７
９

号
線
と
な
っ
て
い
る
。沿
道
に
は
多
く
の
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
、レ
ス

ト
ラ
ン
、車
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
、洋
服
店
、電
気
店
、ス
ポ
ー
ツ
や
娯
楽
の

施
設
な
ど
が
立
ち
並
び
、町
の
内
外
か
ら
多
く
の
人
を
呼
び
寄
せ
る
一

大
中
心
地
と
し
て
発
展
を
続
け
て
い
る
。

　

い
ま
、行
き
交
う
車
の
流
れ
を
見
て
、魯
迅
の
小
説「
故
郷
」の
最
後
の

一
節
を
思
い
出
す
。

「
も
と
も
と
地
上
に
道
は
な
い
。歩
く
人
が
多
く
な
れ
ば
、そ
れ
が
道
に
な
る
の
だ
。」

（
出
原
賢
治　

記
）
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・6月  1日（水）　【第1日／提案説明】
・6月  2日（木）　【第2日／一般質問】
・6月  3日（金）　【第3日／一般質問】
・6月  6日（月）　【第4日／議案質疑】
・6月17日（金）　【第5日／討論・採決】
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